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帝国のミッショナリー
―組合教会牧師・山本忠美の在米宣伝活動―

李　　　昇　燁

　組合教会牧師として1910年代の朝鮮伝道に従事した山本忠美は、「文化政治」期の朝

鮮総督府によってアメリカに派遣され、宗教界を中心に日本の朝鮮統治を宣伝し、朝鮮

総督府関係者の活動支援、在米朝鮮人の親日化、朝鮮関係の情報収集など、様々な工作

活動を展開した。特に彼の宣伝活動では、国際的な批判世論に対応するため、朝鮮総督

府がプロパガンダの「新武器」として採択した英文冊子と活動写真を活用したことが注

目される。山本の活動は、国内の西洋人宣教師に対する懐柔や、外務省を通じた対外宣

伝に止まらず、アジア宣教の本陣に総督府が直接エージェントを派遣した事例として注

目される。
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はじめに

　1920年代前半期に朝鮮総督秘書官を務め、主な政策決定に参加した守屋栄夫は後日、国内の

外国人宣教師問題、在米朝鮮独立運動勢力のプロパガンダ、そしてアメリカにおける朝鮮統治

批判世論に対する対応策を振り返り、次のように述べている。

　適材を向ふに送らなければならぬといふので、一番先に米国に派遣したのは、山本忠美君でありました。
山本君は組合教会の牧師であつたのであります。専門の諒解運動者を派遣することに対しては、却て誤解を
招く虞がありましたので、山本君は組合教会の牧師として、アメリカの人々にも相当の理解があるといふ関
係からして、表面にはアメリカの宗教生活の実修に来たといふことにいたしまして、裏面に於ては新総督政
治の真実な状況を、米国の人々に知らせることに活動する、殊に総督、総監の訓示、諭告、その後に於ける
各般の制度施設の実際に付ての説明をすることに致したのであります。山本忠美君は夫人同伴で渡米し、初
めは自分の文章により演説で運動をして廻つたのでありますが、後では海外へ宣伝する活動写真が出来上が
りましたから、英文でマークを入れて山本君の手許に送りました。山本君はその活動写真を携えて各地を巡
廻し、朝鮮の実際変化しつゝある状況について、米国人の蒙を啓くことに努められました。これが可成り效
果を収めたやうであります。１

〔抄　録〕
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　朝鮮総督府はアメリカ国内、特にキリスト教界に対する宣伝工作を企画し、その役割を担っ

たのが、1910年代に組合教会の朝鮮伝道副主任を歴任した山本忠美（1876～1964）であった。

守屋の話から分かるように、山本の在米宣伝活動は朝鮮総督府の対米工作の目玉として認識さ

れ、大に成功したと評価された。しかし、日本の朝鮮統治問題における山本の存在や活動は、

今までの研究では注目されたことがない。前記引用文のように、後日の回顧談で簡略に言及さ

れたのを除けば、彼の活動内容を具体的に表わす史料が殆どなく、新聞・雑誌などのメディア

に露出されることも多くなかったからである。また、山本自身が残した文章も数える程度しか

なく、しかも政治的な内容を含むものは皆無に等しいため、この時期の歴史においては無名の

存在として取り残されていた。

　本稿では国文学研究資料館所蔵の「守屋栄夫文書」（以下、「守屋文書」と略す）２の山本忠

美発信書翰をはじめ、その他の一次史料を利用して朝鮮総督府および山本の対米宣伝工作の具

体的な事実関係を探る。本稿の論点と意義を提示すると以下の通りである。一つ目は、朝鮮植

民地統治をめぐる国際関係の中で、朝鮮総督府が行った積極的かつ攻勢的な対外宣伝工作の一

つとして注目されるという点である。三・一運動後に施された「文化政治」は対内的には治安

確保や統治体制再編の課題を遂行する一方、対外的には日本の朝鮮植民地統治に対する国際的

な批判世論、特に「キリスト教弾圧」という批判、そして海外の朝鮮独立運動勢力による宣伝

に対応する必要があった。「文化政治」期の朝鮮総督府は、宣教師をはじめとする在朝鮮西洋

人一般に対する宥和・懐柔策を採り、彼等の反日世論を静めると共に３、各種の対外宣伝を通

して朝鮮の「新施政」と民族融和の進展を知らしめようとした４。朝鮮総督府がアメリカに山

本を派遣したのは、このような守勢的な対応から一歩を進み、アジア宣教の「本陣」に乗り込

むという攻勢への転換を意味するのである。

　二つ目に、機密費を使用した朝鮮総督府の裏面工作の一事例として注目される。朝鮮総督府

の機密費は1920年代に年間30万円に達していたが５、この一部が朝鮮民族運動勢力の懐柔と買

収、分裂工作、政治ブローカーの活動補助など、公には処理しがたい裏面工作に投入された。

かつて姜東鎮が指摘した以来６、数本の研究が朝鮮総督府の機密費を使った政治工作の問題を

取り上げた７。山本の事例は、朝鮮総督府機密費が如何なる工作に、如何に使用されたかを具

体的に示めすものとして意味があるといえる。

　三つ目は、日本組合教会の朝鮮伝道事業の延長線上で山本の活動を位置付けることである。

1910年代に朝鮮総督府の権力を背負い、植民地社会で旺盛な活動を展開した組合教会は、三・

一運動を契機に急激に勢力を失った。朝鮮人伝道事業は朝鮮人側の会衆教会に役割を譲り、専

ら在朝日本人信者を対象とする一部事業を除いて、朝鮮から全面撤収するに至ったのである。

近年にはその組織の一部、または個人が満洲や上海などを舞台にして植民地朝鮮に関わる活動

を行い続けたことを明らかにし、植民地伝道の連続性を論じた研究が出されている８。本稿で

はこのような視点に共鳴し、組合教会関係者の植民地権力との癒着、植民統治への助力、それ
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を基にした再起の試みとして山本の在米活動を考察する。これは同時に、「民間の日本人」が

植民地統治で担った役割を究明することでもあり、伝統的な在朝日本人研究の問題意識を継承

し、その外縁を広げる作業としての意味をも持つであろう。

１．山本忠美の朝鮮伝道活動と渡米の経緯

　１）山本の履歴と朝鮮伝道の経緯

　山本忠美は山梨県中巨摩郡西条で神職の息子として生まれたが９、英語学習のためにメソヂ

スト教会に出入りしてキリスト教に接することになった10。医師になることを志し、東京の医

学校に進学するも、キリスト教に心酔して宗教家の途を歩むことになる。1894年、本郷教会で

組合教会指導者の一人である横井時雄から洗礼を受け、海老名弾正の指導の下で本郷教会再創

立のメンバーとして活動した。山本は本郷教会の『月報』刊行を提案し、その創刊準備を進

めていたところ、教会の機関誌を正式の月刊雑誌として発行する方向へ計画が進み、1900年７

月、『新人』が創刊された11。海老名が編集兼発行人、山本が印刷人として雑誌発行届を提出

し12、山本は創刊号から第４号まで編集実務を担当した13。

　東京新教神学校を卒業後（在学1901～1903年）、按手礼を受けて組合教会の牧師となり14、同

志社大学で修学した（在学1903～1904年）15。同志社大学在学中に、アメリカ留学を希望して神

学部長・アルブレヒト（George Eugene Albrecht）博士に相談したが、夢を叶えなかった。そ

の後、日本組合教会伝道会社社長・宮川経輝の周旋で長崎教会に赴任することにる16。これを

皮切りに山本は生涯を通じて新しい教会を開拓・建設するようになり、「建築牧師」のあだ名

が付いたという17。しかし、山本自身はこのような教団の決定に納得していなかったようであ

る。海老名弾正に宛てた書翰で、「長崎行の件に付てハ小生が特に彼地に於て働く可き特別の

使命ハ未た感ずる能ハざる」といい、既にキリスト教各派の勢力が確立している地域で新しい

教会堂を建設する任務が与えられたことに対して、経験不足の自身には無理であるといい、教

団側が決定を再考するよう訴えていたことが確認される18。

　山本は1905年から1912年まで長崎教会を設立・運営したが、今度はまたもや宮川の勧誘で朝

鮮に転任することとなる。京城教会牧師（1912～1917年）を経て、組合教会朝鮮伝道副主任（1917

～1919年）を勤める19。山本は後日、自身の朝鮮在住時代の仕事について「主任渡瀬常吉氏が

募金のため、年間大半は内地に滞在〔･･･〕私は副主任として留守をあずかることになり、全

鮮四十五の教会、伝道所の世話をする」ことであったと回顧し、「朝鮮と日本の関係はアイル

ランドと英本国との関係でなく、スコットランドと英本国とのそれにすることが両民族の幸福

のみならず、又東洋平和の基礎なりと信じ、此立場より朝鮮青年を指導することに微力を致し

た」と語っている20。しかし、その当時の山本の本音は異なっていた。海老名に宛てた書翰で、

朝鮮伝道副主任としての役目について、「小生の希望ハ伝道会社の伝道地ヘハまゐり度なきも
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の、相当の独立教会に行きて小生の勢力を傾注して見度」といい、不満を漏らしている。更に

朝鮮人伝道についても「小生鮮人とも随分親しくいたし居候へ共、当分鮮人伝道に対しては小

生の全霊おどり来らず候（将来ハいざ不知）」といい、朝鮮伝道事業から手を引き、内地へ転

出することを強く希望していたのである21。

　1919年３月の朝鮮三・一独立運動は、組合教会の朝鮮伝道はもちろん、山本個人にとっても

大きな転機となった。三・一運動当時の山本の所在と行動については不明である22。朝鮮の独

立運動が拡大の一路を辿っていた同年４月、山本は東京巣鴨町に住所を移し、朝鮮伝道副主任

からの辞退を表明した23。しかし、山本の辞任は即時認められず、留守のまま現職を維持し、

８月に在東京朝鮮留学生伝道主幹になると共に漸く正式に辞任することが出来た24。このこと

から、山本の上京および朝鮮伝道からの離脱は、教団内部における充分な諒承を得ずに敢行さ

れたものと考えられる。朝鮮民衆の激しい抵抗を目の当たりにして起きた心境の変化なのか、

以前からやり甲斐を感じなかった朝鮮伝道事業の放棄なのか、それとも後日語っているよう

に、「家庭の事情」25、つまり妻の看病のためであったのか、いずれも定かではない。

　内地帰還後の山本は、教会関係の定職には就かず、主に『新人』の編集に関わりながら26、三・

一運動をきっかけに「内地」で関心が高まった天道教に関する解説記事を書いたりした27。山

本が直接三・一運動を言及したのは『婦人週報』に掲載した短い文章が唯一のものである。こ

こで彼は「騒擾」の原因を総督府統治の失敗や、在朝鮮「内地人」の朝鮮人差別・蔑視から求

めており、平等の精神で日鮮親善を図っていくことを主張した28。しかし、渡瀬常吉のように

政治色を露にはせず29、また『新人』誌上で山本亀市（のち、同志社大学教授）を筆頭に盛ん

に展開された朝鮮統治批判論とも一線を画していた。この時期における山本の活動として注目

されるもう一つは、同志社創設者の一人であるジェローム・ディーン・デイヴィス（Jerome 

Dean Davis）の『日本の基督教と社會改良事業との關係』を翻訳、刊行したことである30。こ

れは後日の社会事業に対する山本の関心とも関連するものであろう。

　２）朝鮮総督府によるアメリカ派遣の経緯

　三・一運動後、日本組合教会の朝鮮伝道は全面的な後退を余儀なくされ、1921年には朝鮮人

伝道からの撤退を公式決議した。それより一歩先に朝鮮を離れた山本にとっては、内地では活

動の場を得られないまま、朝鮮という今までの活動舞台も消滅してしまったことになる。

　山本の再起のきっかけになったのは、皮肉にも三・一運動が齎した朝鮮の激しい民族運動と

日本植民統治に対する国際世論の悪化、そしてその対策として施された「文化政治」であった。

1920年２月から３月にかけ、山本は吉野作造の紹介で31東京滞在中の朝鮮総督・斎藤実、同秘

書官・守屋栄夫と数次にわたって面会した32。「守屋栄夫日記」３月４日条には「朝吉野博士

が見えて山本忠美君の件について相談をうけた。大体博士の意見通り山本君の米国行に対して

援助することが出来やうと思ふ」33とあり、山本のアメリカ派遣が総督レベルで決まったこと
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が分かる。追って京城の総督府中枢部からも了承の旨が通報された34。山本にとっては、長崎

教会に赴任した以来、15年間も望まぬ仕事に廻された果てには、三・一独立運動により教会内

の居場所をすべて失ってしまったが、これが転機となり、漸く青年時代からの夢であったアメ

リカ留学が実現されたのである。

　山本は1920年６月30日、横浜出帆の春洋丸に乗船、渡米の途に就く35。７月６日、ハワイに到

着するや、早速活動を開始した。京城時代から面識があった李承晩との面会を試みたが拒絶さ

れ、各方面有力者に日本から持参した英文の宣伝パンフレット（後述）を配布した。一ヶ月後

ホノルルを発ち、サンフランシスコを経由して、９月５日にニューヨークに到着した。アメリ

カン・ボードの指導者の一人であるシドニー・L・ギューリック博士と面会して以後の針路を

探ると共に、日本から届いていた4000部のパンフレットを各方面に配布する作業に着手した36。

　日本を出発してニューヨークに到着するまでの旅程および活動内容は逐一外務省情報部事務

官の松岡洋右に報告しており、ここから山本のアメリカ派遣には朝鮮総督府のみならず、外務

省も関与していたことが分かる。山本と直接の関連はないが、対米宣伝活動においては外務省

と朝鮮総督府が協力関係を結んでいた情況も確認される。例えば、朝鮮総督府の機関紙『ソウ

ル・プレス（Seoul Press）』社長の山縣五十雄が斎藤総督に送った書翰で、「外務省情報部の松

岡洋右氏に面会するの機会を得候につき朝鮮に関する宣伝につき多少同氏へ進言」したという

文面からもかかる事情が窺える37。

２．山本忠美の在米活動
　山本の在米活動に関しては、「守屋文書」所収の山本発信書翰を主な史料とする。文末の《附

表》は山本書翰の一覧であるが、史料を所蔵している国文学研究資料館作成の『目録２』の誤

り（主に作成年月日）を修正し、時間順に並び替えたものである。以下、本文では繁雑を避け

るため、守屋宛の山本書翰に限っては書誌事項の注釈を省き、《附表》の通し番号を【　】の

中に入れて典拠表記することを断っておく。

　この史料でまず目立つのは、山本書翰は守屋個人に対する私信の形をとっているものの、実

質的には朝鮮総督府内部で公

式的な報告書に準じて扱われ

ていた点である。《図１》は

山本書翰【１】の封筒である

が、ここに総督（斎藤実）、

政務総監（水野錬太郎）、警

務局長（赤池濃）、外事課長（島

田志良）、庶務部長（青木戒

三）、文書課長（半井清）、内

《図１：山本忠美書翰の封筒》

国文学研究資料館所蔵・守屋栄夫文書６-58-５。
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務局長（時実秋穂）、秘書官（伊藤武彦、守屋栄夫）、警務局保安課長（山口安憲）などが署名、

もしくは捺印していることが分かる。これは意見書や、報告書など、総督をはじめとする朝鮮

総督府中枢部が回覧して情報を共有する必要がある場合に使われた方法で、山本書翰が持つ重

要性を示しているといえる。

　山本は1920年秋学期からニューヨークのユニオン神学校（Union Theological Seminary in the 

City of New York）大学院に入学した。同大学院は年間24単位以上の履修が要求され、主な専

修コースとして旧約、新約、教会史、宗教史、宗教哲学、組織神学、キリスト教倫理学、キリ

スト教組織論、宗教教育・心理学、実践神学、国内伝道、海外伝道（コロンビア大学の協力講

座を含む）、大衆演説と口演、宗教音楽などがあり、学費は年間150ドルであった38。山本は入

学と共に、学内にある寄宿舎（603号室）に入居して活動の拠点にした39。

　ところで、山本に支給された機密費の金額は幾許であったろうか。山本の書翰には「小生の

頂く筈の金弐千円も御手数甚恐入候へ共御送附被下度〔･･･〕甚相済み不申候へ共金千円御増

加御恵送被下る事」とあり【10】、生活費や学費を含む機密費支給額は年間2,000円に策定され

ていたことが分かる。また、日本に残っている山本の妻に支給されてきた組合教会朝鮮伝道部

の補助金が打ち切られることになり、妻をアメリカに呼び寄せるために年間1,000円の増額を

要求したのである。後に実際妻が渡米して一緒に暮らすことになったことから、この要求は受

け入れられたものと見られる。その他、彼は活動に必要な経費、すなわち後述の親日朝鮮人に

対する支援金、印刷費、人件費などの必要経費は自らが支払ってから総督府に請求、立替え精

算する方法で機密費を執行しことが確認される。

　１）宣伝活動

　①宣伝パンフレット配布

　前述の通り、山本はハワイ到着直後から持参したパンフレットを配布しており、後にニュー

ヨークに着いた時には、日本から送られたパンフレッの配布に着手した。彼はこのパンフレッ

トを「近々の中に当地の宗教家、その他に発送するつもりに候。米国全体の重たる宗教家に全

体行渡らせるには約六万部有之ては不充分に御座候」40と報告しており、宣伝活動の対象とし

て約６万人を見積もる大規模の計画を企てていたことが窺える。このパンフレットとは、1920

年『ジャパン・アドバタイザー（Japan Advertiser）』に掲載された論説「朝鮮問題の半面（The 

Other Side of the Korean Question）」を40頁分量の小冊子に作ったものであるが、これを配っ

た山本自信、「如何にも体裁よろしからず候へ共、なきにハまさる」といい、あまり良い評価

はしてはいなかった41。

　「文化政治」期の朝鮮総督府は欧米に対する朝鮮統治宣伝のため、多数の英文宣伝冊子を刊

行した。英字新聞『ソウル・プレス（Seoul Press）』に掲載された論説を小冊子に作る一方42、『朝

鮮に於ける新施政』（朝鮮総督府、1920年）、『朝鮮の統治と基督教』（朝鮮総督府、1921年）の
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ような日本語冊子の英訳版を刊行した43。これらは言わば、朝鮮総督府の対外宣伝のための「新

武器」であった。「御送附のパンフレットは両三日前着仕候。早速配付する様手順可致候」【１】

という返信や、「近々ニューアドミニストレーシヨン〔引用者注：The New Administration in 

Chosen〕を印刷に附し右の団体並ニ個人に配布するへくに御座候」【８】という報告から、叙

上のパンフレットの一部が山本の手を通してアメリカ社会各界に配られたことが窺える。朝鮮

から直接印刷物を送る場合もあったが、原稿をアメリカ現地で印刷、作製する場合もあった

【３、８、10、18】。

　このような宣伝冊子の中でも朝鮮総督府が配布に注力したのが、水野錬太郎政務総監の演述

を活字化したものであった。1921年９月19日より21日まで京城の西大門２丁目の聖書学校にて

第10回朝鮮キリスト教新教伝道団連合会議年会が開催された。水野総監は21日に出席して、西

洋人宣教師を相手に英語で演述を行った44。ここで水野は、「文化政治」下で宣教師の念願で

あった私立学校規則改正（1920年３月）、布教規則改正（同年４月）、宗教法人許可（同年６月）

などの制度改革を断行してきたことを強調しながら、宣教師たちの要求事項を出来る限り実行

し、朝鮮人に対しても無差別・融和の統治を進めていると主張した。一方、一部の宣教師が朝

鮮統治を誹謗する目的でアメリカ内のメディアに偽りの情報を流布しており45、このような主

張が拡散した結果、基督教共励会大会では朝鮮総督府のキリスト教弾圧および虐政を非難する

決議が採択されたことを批判し、在朝鮮宣教師に「朝鮮人の向上と幸福増進という同一の使

命」の下で総督府と協力することを訴えた46。この冊子は「数十万部」が印刷されて山本に送

られ47、山本によって「米国の議員全体、リーグ、オブ、フレンド、オブ、コレア〔引用者注：

League of Friend of Korea（韓国親友会）〕なる廿五の団体、全米キリスト教雑誌の主筆、共励

会等に配布」【８】された。後には送付された冊子を消化しきってしまい、山本が現地で増刷

を行ったようである【18】。

　②講演活動

　山本は主に教会や宗教集会の場で朝鮮の現状と日本統治の成果を紹介して、宣教師および外

信を通じて伝わる「悪宣伝」を解明する内容を中心に講演活動を展開した。ニューヨーク市お

よびその近郊に止まらず、宗教団体の集会が行われるニューイングランド地方に転地して、相

当期間を滞在しながら講演を行ったこともある。1923年の夏にマサチューセッツ州で開催され

た宗教行事に参加した際の状況について、次のように語っている。「当地にハ夏中七種程の宗

教的大集会有之、毎回一千数百名の人々各地より来集するあり様なれは、夏中当地に止りて仕

事をする事に決心仕り候。昨日結了したる外国伝道婦人大会の如き、実ニ一千二百名程の人々

集り来り候。一週間の開期中、小生ハ幸ニ朝鮮に関する演説を三回試むる機会を与へられ申候。

今後尚四回程の大会ある筈に候へば、機会をとらへ度〔･･･〕各地より来りたる者の中、ソノ

教会にて活動を見せる約束を為したる所有之候」【17】。

　一方、【４】は1921年６月頃に作成されたと見られる山本の講演原稿である。ここで彼は、
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日本の朝鮮統治が誤解されている点が多いと前提し、韓国併合に至る過程、併合後の発展状況、

「新施政」の成果およびキリスト教との協力関係などを力説している。また、スコフィールド

（Frank William Schofield）や、モファット（Samuel Austin Moffett）などの反日的姿勢の宣

教師たちが、特に警察の苛酷行為を実例として朝鮮統治を批判することを意識したようで、彼

等の実名を挙げながら、事実無根の煽動に過ぎないと反駁している。山本はこの原稿を雑誌に

投稿する予定であるとも言っているが【３】、掲載の事実は確認されない。　　

　山本は多数の教会を巡回しながら「朝鮮の昨日と今日（Korea of Yesterday and Today）」と

題した講演を行った。「如何なる事を日本か朝鮮に於て為したるかを紹介」【24】し、「併合以

来朝鮮にてハ基督教に対する迫害等ハ断してなし、斯る噂の事実ハ absolutely Groundless と

申候処、何れも非常ニよろこひ申候」【19】と報告している。また、「日本に於ける宗教的要求」

という題目の講演では、「日本が所謂ミリタリズムにあらさる事より朝鮮統治の改革に論及」

【24】したという。

③活動写真上映

　山本の宣伝活動の中でも特に注目を要するのが活動写真を活用したという点である。ニュー

イングランドのような保守的な地域では敢えて利用を控えたが【15、16】、場合によっては「活

動写真巡映旅行」というほど【１、８】、映画を宣伝の重要な手段とした。

　実は、活動写真による宣伝は「文

化政治」期における朝鮮総督府のも

う一つの「新武器」というべきもの

として、特に守屋が非常な関心を

もって取り組んだ分野でもあった。

守屋は1920年２月からプロパガンダ

映画製作について専門家の意見を聴

取するなど、検討を重ねた48。総督

および政務総監の了承の上49、映画

製作に取り組み、同年５月には試作

品「朝鮮風景」が出来上がった50。

このフィルムは皇太子（後日の昭和

天皇）にも鑑賞して貰ったという51。

　以後、朝鮮総督府には「活動写真

委員会」が組織され、プロパガンダ

映画を多数製作することになるが52、

これを通して「内地」の人々を対象

に朝鮮事情の理解を図る一方、朝鮮

《図２》『日米時報』1921年７月16日付。
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人の内地視察団の記録フィルムなどを活用して、朝鮮人社会に「内地」事情の宣伝を試み、そ

の他総督府の新しい施政の面々を記録・宣伝したのである。

　山本には1921年中に朝鮮総督府製作の活動写真フィルムが到着し、山本は同年夏以降、各地

の教会などで巡回上映を行ったとみられる【３、８、10、11、14、17】。また、1921年７月には、

在米日本人新聞である日米時報社の主催で、ニューヨーク日本人教会を会場として「朝鮮事情

活動大写真会」を開催した。ここには朝鮮人も10余名が出席したという。山本は上映に先立ち、

「誤解せられたる朝鮮」という題目の講演で、「朝鮮事情は米国に於て米国宣教師の偏見或は、

単に一部鮮人側の意見を聴取してこれを悪意に誇張せられたる為め、その実情より遠ざかりた

る報道の米人一般及び米国にある日本人に伝へられてゐる所が随分ある」といい、「朝鮮総督

府は毫も今日迄米国ミツシヨナリーを圧迫したるが如きこと無きこと、合併以来鋭意開発に努

めたる朝鮮の産業状態が、総ゆる方面に於て殆んど隔世の感有る迄進歩発展を遂げたる」こと

を説明した53。当日上映が予定されていた映画は《図２》の通りであるが、当日は「機械の都

合其他の為め」、「妓生のをどり」を含む２巻は上映出来ずに閉会した54。

　２）有力者との接触、朝鮮統治関係者の案内

　山本は宣伝活動の傍ら、アメリカのキリスト教関係者をはじめとする有力者と接触して朝鮮

統治を宣伝した。ここで山本の窓口役になったのが、シドニー・L・ギューリック博士であった。

彼はアメリカン・ボードのアジア宣教の指導者の一人で、アメリカのキリスト教界では指折り

の親日家でもあった。排日移民法を契機に悪化した日米関係に、民間外交を通じて友好親善を

図った「青い目の人形」運動を主導したことでも有名である55。1934年９月には、教育および

学術、日米両国の親善に貢献した功労で日本政府より勲三等瑞宝章が授与された56。ギューリッ

クは1906年から1913年まで同志社大学神学部の教授を勤めたが、山本の在学期間（1902～1903

年）とは重ならないため、直接の師弟関係であったとは考えにくい。しかし、教会および大学

の共通の知人を通じて、二人が繋がっている余地は充分あったと思われる。

　山本はニューヨーク到着直後、「プロパガンダの一方法としてはギユーリツク博士に正確な

る材料を与ふる事か大切と存候。小生毎週一回丈仝博士を訪ひ種々の論文、その他の紹介を致

し居り候」と報告している57。また、1922年にはギューリックに「東洋行」を勧めたりもして

いるが【11】、実際ギューリックはアジア旅行から帰国後、「朝鮮に関する報告演説」を行なった。

例えば、「日本は大幅に朝鮮に対する統治方式を変化し、今や朝鮮民族の諒解を得るために尽

力しており、両民族の精神的融合を促進していることは疑うべからず」（New York Tribune 

1923年８月22日付、【20】添付）のような演説内容が報道された【20、21】。その他、山本が接

触した人物として、エール大学教授のラッド（George Wambull Ladd）博士【５】、コロンビ

ア大学経済史専攻教授のシンコウイツチ博士夫人（セツルメント運営者）【12】などが報告さ

れている。
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　《表１》
出張出発時期 出張者 職位 旅行先

1919年11月 時永　浦三 総督府事務官 アイルランド、欧米各国

1920年４月 生田淸三郞 殖産局事務官 インド、中国、欧米各国

1920年10月 白上　佑吉 京畿道警察部長 欧米各国

1921年７月 大塚常三郞 内務局長
インド、エジプト、アイルランド、
欧米各国

1921年９月 半井　　淸　学務局宗教課長 欧米各国（アメリカでは千葉了と同行）

1921年10月 林　　茂樹 専売局事務官 エジプト、欧米各国

1921年10月 千葉　　了 監察官 インド、中国、欧米各国

1922年５月 平井　三男 道事務官
アルジェリア、チュニジア、インド、
欧米各国

1922年11月 守屋　栄夫 庶務部長 アイルランド、欧米各国

1923年３月 本田川奎彦 嘱託 アイルランドで植民地調査

　典拠： 李炯植『朝鮮総督府官僚の統治構想』（吉川弘文館、2013年）122頁。なお、同書の表には白上佑吉、
半井清の欧米出張内容が漏れ落ちていたので、『朝鮮総督府官報』から追加した。

　一方、山本は朝鮮総督府関係者のアメリカ現地での案内や、主要人物との面談の斡旋など、

現地に常駐する朝鮮総督府の「コーディネーター」としての役割を遂行することもあった。《表

１》は「文化政治」初期に海外に出張した朝鮮総督府官僚を纏めたものであるが、この中で、

氏名を四角で囲んだ、白上佑吉、千葉了、半井清、守屋栄夫の４人が山本と接触したことが確

認される。特に1921年末に千葉、半井、山上昶（日本大学教授）がアメリカを訪問、現地で山

縣五十雄（ソウル・プレス社長）、丹羽清次郎（京城日本基督教青年会総務）、河上清（在米ジャー

ナリスト）、小松綠（元・外交官）、そして山本忠美などと合流してワシントン会議に際した朝

鮮独立運動勢力の宣伝に対抗する活動を展開したことが注目される58。千葉等は山本の周旋で

「ギューリック氏と会見し、時余に渉つて朝鮮の真相を説明」した。その説明は拷問、労働者

出稼ぎ、教育普及、高等教育設備、東拓、中枢院・評議会、警察制度改正、笞刑廃止など、多

岐にわたるものであったという。特に「自治制施行準備のことや言論制限緩和のことなどは余

程の感動を与へたことと思ふ」と自評し、「後日同博士は山本忠美氏に対して『あゝ云ふ態度

で統治の局に当つて居られることは、私共の欣快とする所である』と述懐された由である」と

いう59。他にも、具体的な内容までは不明であるが、白上のアメリカ訪問当時の山本との接触

や【３】、守屋訪米の際にニューヨークの日本料理屋でギューリックとの会合を周旋するなど60、

朝鮮総督府関係者のアメリカ出張でそれなりの役割を担ったことが分かる。

　山本が遂行したこのような役割は、既存研究の視点に再検討を促すものでもある。植民地統
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治をめぐる日米関係について日本政府や朝鮮総督府の動向を通して検討しながらも、朝鮮総督

府官僚のアメリカ出張に対してはさほど注目しなかった傾向がある61。 官僚の欧米出張を単純な「外

遊」と見たり62、その目的を海外植民地統治政策の調査・研究に限定する視点もある63。一方、

加藤道也は、時永浦三の事例を通じて、朝鮮総督府官僚が特定の「任務」を帯びて工作を遂行

する「エージェント」として派遣されたという解釈を試みたが64、これが有意味な仮説になる

ためには、海外に派遣された朝鮮総督府官僚が持つ限界、すなわち言語の壁と現地情報の不足、

人脈の欠如などを如何に克服出来たかという問題を解決しなければならない。前述した山本の

活動は、有能な「現地コーディネーター」の活躍によって朝鮮総督府官僚たちが「エージェン

ト」としての活動を遂行することが可能になったという側面から、この問題に解明するための

一つのヒントになり得ると考えられる。

　３）在米朝鮮人の懐柔と親日分子に対する援助

　山本は在米朝鮮人に対する工作にも関与した。シカゴの李周淵事件はその一例である。李周

淵は1885年漢城に生まれ、1911年済生院医学校を卒業後、日本に留学した。1914年東京の聖学

院神学大学を卒業後、同校校長・石川角次郎の周旋でハワイに渡航した。日本人キリスト教会

牧師・松沢光義の指導下で朝鮮人対象の伝道活動を行ったが、現地朝鮮人より「親日派」とし

て迫害を受け、1915年サンフランシスコに引き移った65。サンフランシスコに渡航の際には、

何故か安昌浩と同伴して上陸し、大韓人国民会中央総会で演説まで行っている66。

　1917年にはシカゴ大学でサバティカル研修中であった梨花学堂の河蘭史67の紹介によりシカ

ゴの日本領事と接触することになる。彼は在米朝鮮人の思想に疑念を抱き、日本統治下で民族

の実力養成に努める一方、外国宣教師の影響から朝鮮キリスト教を独立させる抱負を披瀝したと

いう68。李は、オハイオ州のドレーク大学（Drake University）に在学しながら、朝鮮人留学生

の名簿を領事館に提供するなどの協力や、留学生社会では対日融和論を披瀝して「親日的」学

生を糾合する活動を展開した。以後、山本とも関係を持つようになり、山本を通じて朝鮮総督

府機密費を受領しながら活動を続けていく。山本の記録によれば、「市俄古鮮人倶楽部」およ

び李周淵に対して、1920年12月から翌年４月まで合計500ドル、1921年３～４月は毎月30ドル、

同年５～６月には毎月40ドル、同年７月には50ドルを支援したという69【１、５】。

　1921年、李はシカゴ大学に進学するが、シカゴの朝鮮人社会では彼に対する非難が高まり、

同年４月頃にシカゴ青年団体の集会では李を詰問することがあった。同年６月、李がインディ

アナ州・サウスベンド（South Bend）を訪問した際に現地朝鮮人の集会で李の「親日行為」を

追及し、激論の末に集団暴行を加える事件が発生した70。山本は李に対する支援に当り、李を

ニューヨークに移転させた【３】。山本は「李周渕氏かあまり熱心ニ運動し、且つ少々効を急

きたる結果と、東部より過激なる者共市俄古に入り込み来たる為メ」であると分析し、「仝君

帰鮮の上は必ず相当の御役にお立つ事と存じ居り候。李の働によりて市俄古にハ可なり多くの
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親日派とも云ふべき類のものこさひ申候」としてその活動の意義を評価した【１】。

　結局、李周淵はシカゴ大学で文学士の学位取得に失敗して帰国することになったが71、朝鮮

総督府と外務省の間で協議が行われ、総督府が帰国後の就職を斡旋すること、帰国旅費は総督

府がシカゴ総領事館を通じて提供することなどが決定された72。総督府の肝煎りだったか、李

は1923年、京城法学専門学校・助教授に着任（学務局古跡調査課・嘱託を兼任）する。同校で

英語と朝鮮語を担当していたが73、1926年に京城第一公立高等普通学校の教諭に転任して朝鮮

語及漢文の担当となり74、京城法専では嘱託教員として1933年まで朝鮮語を担当したことが確

認される75。

　４）情報収集

　山本が守屋に送った書翰の中には、日本の朝鮮統治に関連するアメリカ国内の情報を収集・

報告した内容も含まれている。主なものを例示すると、下記の通りである。一つ目は、在米朝

鮮独立運動勢力の動向に関する情報として、李承晩、玄楯、鄭漢卿、徐載弼、そして雑誌『コ

リア・レビュー（Korea Review）』に関する事項があった【２、９、10、13】。

　特にワシントン会議に際して、1922年１月１日に朝鮮独立運動勢力からワシントン会議に提

出された「韓国人民致太平洋会議書」は、多数の朝鮮人名士の署名・捺印があり、特に王公

族である李堈公の名前もが連なっていたため、植民統治当局を緊張させ、当時ワシントンに

滞在していた千葉了がその真偽を分析して本国に報告したことがある76。千葉はニューヨーク

の山本にもその真偽に関する情報収集を要請した模様で、山本は１月30日付の書翰で、「先日

千葉氏並ニ山上氏より御送り申上候鮮人各団体代表者の連署のある Petition presented to the 

Conference on Limitation of Armament and the Far East by the People of Korea は、在米鮮人

等の話に依れば、多分上海にて作製されたるものにして署名捺印の多くは偽物なりとの事に

候」【９】といい、朝鮮独立運動関係の情報収集にも多少の役割を担っていた。

　二つ目はアメリカの新聞・雑誌に掲載された朝鮮関係の記事および論説の調査である。「今

後ハ朝鮮問題ハ政治問題としては余り新聞雑誌に論議せられさる可きも、事情によく通ぜさる

方面にて、唯宗教界の問題としてキリスト教者を圧迫するとか、人道上の問題だとか種々の事

を捏造して雑誌等の問題とするならんと考へられ候」といい、全米の新聞を対象に朝鮮関連の

記事を切り抜き、英米の雑誌に掲載された朝鮮関係論評を図書館で調査して、タイピストを雇っ

て整理、報告するという計画を立てて経費支援を要請している【８】。

　三つ目に、アメリカに帰国した宣教師の言動に関する調査・報告である。例えば、「先頃（一

月初め）ビツショプ、ウヱルチか在紐育鮮人に面会致したる時にも、総督府か文化的施〔設〕

に努め居る事を話され候由、又敬信〔儆新〕学校長クーンスが二週間程前、鮮人等と会したる

時も、種々朝鮮事情に就き話有之、殊ニ教育の点に就てハ総督府ハ大ニ力を注き三面に一校を

設立する方針なりと述べ候由、尚クーンスは今後十年や十五年の間に朝鮮の独立ハ到底望みが
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たければ、今は徒らにさわぐ可き時にあらず、一生懸命勉強せよと申され候由伝聞仕り候」と

述べ、総督府の対宣教師政策が一定の成果を上げたことを報告している【10】。

　５）山本の在米活動における疑問点

　以上で山本がアメリカを舞台に遂行した数々の工作活動について探ってみたが、果してどれ

ほどの成果を上げたであろうか。これを全うに究明するためには、アメリカのアジア宣教団体

をはじめとするキリスト教界の反応を分析しなければならないが、これは更なる調査・研究を

要するため、今後の課題としておきたい。

　以下では山本の書翰の内容から窺われる幾つかの矛盾と疑問点について述べておきたい。守

屋に送った山本の報告は、自身の成果を誇張する傾向があり、これは往々にして滞在期間（機

密費による支援期間）の延長や、補助金増額の要求と関連していた。例えば、山本は妻との同

居に伴い、大学寄宿舎から退去して部屋が四つあるアパートを借りる費用の支援を願っている

が、その理由として、「パンフレツト配付等にも便利」【１】「宗教家、学者及鮮人等と自由に

談話交際の出来る」【８】などを述べている。また、自らの成果として報告している内容の中

でも疑わしい点が少なくない。例えば、マサチューセッツ州で「朝鮮問題巡回講演」を行った

ことが「当地の新聞」に紹介されたとして記事を添付しているが、新聞原紙の切抜きではなく、

タイプされた紙切れに過ぎず、新聞名と日付さえ記載されていないため、自分の成果を誇示す

るための捏造ではないかという疑念を抱かせる【15】。また、ニューイングランドの共励会大

会で行った講演“Korea of Yesterday and Today”の一部が雑誌 Record of Christian Workに掲載

される予定であると報告しているが【19】、同雑誌には演説内容はおろか、山本の名前すら登

場しない。そもそも同雑誌は、全米キリスト教界の、海外を含む宣教活動を記録する会報

（bulletin）として刊行されるものであったため、日本の朝鮮統治云々の講演内容が掲載され

る余地は最初からないものであった。

　機密費使用の内訳にも不透明な点が少なくない。一例で【１】には前述した在シカゴ朝鮮人

《図３》

国文学研究資料館所蔵・守屋栄夫文書６-58-５。
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の親日化工作で執行した支援金の領収書が添付されており（《図３》）、それぞれ「イリノイ州・

シカゴの朝鮮人の家に対する援助金として、ジャック・ラウ100ドル」、「奨学金として、李周

淵30ドル」などと記載されているが、両方とも同じ紙に同じ筆跡、しかも山本本人のものと推

定される筆跡で書かれているため、果して該当人物たちに領収書に記載された金額が渡された

かについても甚だ疑念が残る。

　このような数々の問題点にも拘わらず、山本に対する朝鮮総督府側の評価は決して悪くな

かった。山本の誇張に満ちた報告や金銭上の小細工に総督府側が本当に欺かれたのか、それと

も所期の目的を果す範囲内で、ある程度の虚偽や横領は黙認していたのかについて史料に基づ

いた論証は出来ない。ただし、「文化政治」期の朝鮮総督府が、必ずしも成果があるとは期待

出来ない色んな事案に機密費を散布していたことを考えれば、裏面工作におけるロスは付き物

としてやむを得ないと認識していたかも知れない。

　いずれにせよ、ニューヨークを訪れた守屋は斎藤総督に、「紐育にてハ山本忠美君夫妻に面

会仕候。仝君ハ今夏ハニューフヰールド地方に於て避暑の宣教師の求に応じ、活動写真を利用

して朝鮮事情の紹介を為し相当の效果を挙げたる趣に有之候」77といい、彼の活動を高く評価

していることが分かる。山本に対する総督府側の好評価は、後述するが、山本の帰国後、朝鮮

総督府が彼の新しい事業を積極的に支援しようとする姿勢を取ったことからも窺える。

３　帰国後の活動

　１）関東大震災発生に伴う早期帰国

　アメリカ滞在の延長を希う山本に対して守屋は、「本年ハ朝鮮に帰られて、新同胞の伝道の

為に努力せられむことを切望せり」78といい、1922年中にアメリカでの活動を整理して帰国す

ることを促した。朝鮮総督府の対米問題における最大の山場であったワシントン会議が終了

し、これ以上山本がアメリカに滞在して工作を続ける必要もなくなったという判断であったと

見られる。これに対して山本は、①三・一運動により抗日意識が高揚された朝鮮で日本人が宗

教運動を遂行するためには今後１～２年間の鎮静期を要し、②米国における朝鮮人の情報探知

および親日青年の帰国工作を続ける必要があり、③米国人に対する事（具体的な内容は不明）

などを理由に滞在の延長を懇願した。もし帰国が不可避な場合には、アメリカの‘institutional 

church’（慈善活動教会）79に関する研究を全うするため、半年間猶予することを要望した【11】。

　山本が慈善活動に関心を持ったのは、次のような理由からであった。まず、欧米伝道会社の

影響が強い朝鮮で、日本宗派の伝道活動は極めて困難であり、これは組合教会の失敗例からも

分かるという点、そして以前に組合教会朝鮮伝道の責任者であった渡瀬と関係が深かった朝鮮

人会衆教会と関連を持って宗教活動を進めるのは不利益であるという点から、「全く新に事業

を開始せねば到底発達の見込なし」【12】と判断したため、その突破口を「社会事業」から見
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出そうとしたのである。

　翌1923年、守屋は自分に同伴して帰国することを求め、今度は山本も「帰朝後直ちに朝鮮事

業開始の準備にてもとりかゝる事出来る様なれば荷物ハ京城に向け発送仕り度」と、帰国の意

思と新事業への意欲を示した【13】。守屋は同年９月末にヨーロッパからアメリカに渡り、12

月上旬までアメリカ各地を視察する予定であったが80、ヨーロッパ滞在中に関東大震災が発生

（９月１日）したため予定を切り上げ81、ニューヨークおよびカナダ（トロント、オタハ、モ

ントリール、ケベツク等）の視察を済ました10月18日、山本を同伴して帰途に就いた82。山本

はヨーロッパ経由の帰路を希望したが、守屋は経費と時間を理由に断った83。同年11月27日付

で守屋の東京帰着報告があったので84、山本も同じ時期に帰着したと見て良いであろう。

　２）セツルメント事業の模索

　山本はニューヨーク滞在中、現地のセツルメント（settlement）運動85に関心を寄せ、帰国

後の事業として展開する抱負を持っていた。かつて賀川豊彦が1908年神戸市にセツルメント

（後、イエス団救護所）を設立した以来、1918年には吉野作造が率いる東京帝国大学基督教

青年会が地域医療活動を中心とする賛育会活動を展開し86、同じく組合教会の指導者の一人で

あった小崎弘道もニューヨークのセツルメントを見学して関心を表明するなど87、この時期は

セツルメント運動に対する日本キリスト教界の関心が高潮していたといえよう。

　一方、朝鮮総督府関係者たちも、社会事業の一環としてセツルメントに関心を寄せていたこ

とが確認される。宗教課長の半井清は「朝鮮に於ける内地人宗教家の働きが行詰まつて居る

〔･･･〕先づ宗教家が社会事業に従事すること」88を主張しており、彼自身、ニューヨーク出張

中には「約四十日間幸ニギユーリツク博士ノ御紹介ニ依リ教会子弟ノ学校ニ席ヲ置キ同方面ノ

視察研究」89をしており、帰国後は英米の社会事業の新潮流を紹介する文章を書いている90。

守屋栄夫もニューヨーク訪問の際、「山本君の案内にて二三個所のセツルメント及ヘルスセン

ターを視察」したことを総督に報告している。「教会が其の附近の住民、殊に幼壮年者に対し

健康、職業教育及疾病の治療等に施設する所多く、其の效果も亦頗る見るへきもの〔･･･〕山

本君の朝鮮に於て余生を献げむとする事実も大体此の程の事業の由に候へば、方法及経綸その

よろしきを得んは朝鮮民衆の教化の上に裨補する所必ずしも尠からさるならむと存居候」91と

述べ、山本の新事業が持つ価値を評価すると共に、総督には支援を懇願した。

　当時朝鮮は、和光教園（浄土宗、1920年）、向上会館（真宗大谷派、1922年）92、財団法人保

隣会（代表：朴泳孝、1923年）93など、「隣保運動」という名前で将にセツルメント運動が始まっ

ている時期であった。1924年下半期から本格的に推進された山本の新事業に対して、総督府は

積極的な支援の姿勢を示した。山本が守屋に送った書翰には、「今日迄総督より壱千五百円、

内務局より壱千五百円、学務局より五百円の援助を得たるも（京城府よりは補助は得られませ

んでした）」【25】とあり、朝鮮総督府の機密費や、経常費などから援助を獲得していることが
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分かる94。山本は本格的な資金獲得のために「内地」の組合教会年次大会にも出席したが、過

去の朝鮮伝道事業失敗の前歴、それによって発生した組合教会の負債問題が評判を悪くし、教

会関係者よりの支援は望めない状況であった。山本は教会関係者以外にも、東京および京阪神

の財産家たちとも接触したが、「渋沢・三井・岩崎の各男を初め朝鮮伝道を後援したる人々ガ

渡瀬氏に対し感情を害し従つてキリスト教信者に対し信用を害し居る」【25】ため、支援を得

ることが出来なかった。結局山本は朝鮮での事業を断念し、「内地」への引揚げを決心せざる

を得なかった95。

　同年10月、山本は大阪教会創立50周年を迎えて新設される南大阪教会の牧師として赴任する

ことになり96、これをもって10年以上にわたる朝鮮との関わりも終焉を告げた。朝鮮を離れる

際には、「内地にかへりても鮮人の多く居る土地にまゐりて鮮人青年の為に力を尽し度〔･･･〕

大阪なれば小生の主たる仕事の旁ら鮮人に対しても只今の京城に於て為しつゝある位の事ハ出

来可申と相考へ居り候」【25】など、在大阪朝鮮人伝道への抱負を披瀝したが、実際に大阪南

教会に転任した後の活動の中で朝鮮、または朝鮮人に関わるものは殆どない97。

　ところで、朝鮮統治とは関係ないが、この時期に山本の生涯を通して続く朝鮮との縁が結ば

れるので、付記しておきたい。1923年、李王家の外戚に当り98、大韓帝国時代に侍従武官長を

歴任した朝鮮貴族男爵・趙東潤が死亡するや、一家は破産して家産の整理が行われた99。斎藤

総督は、趙東潤の一人息子である重九を、子供のいない山本夫妻に託したが、その背景には山

本に対する人間的な信頼があったと思われる。以後、趙重九は「精神養子」として山本家で成

長し、後日東京・下北沢の自宅付近に山本夫妻の家を建て、老年の面倒をみたという100。趙は

京都帝国大学農学部を卒業し、農林省農事試験所の嘱託を勤めた。戦後には李王・垠の私設秘

書となり、李王の去就を模索して奔走したが、終には意見衝突により決別することになった
101。山本は1933年４月に李王・垠に謁見したという記録を残しているが102、ここには李王家の

外戚に当たる趙重九との因縁が作用したであろう。

おわりに

　1919年の三・一独立運動後、朝鮮総督府によって施された「新施政」の主眼の一つは、朝鮮

内にいる西洋人宣教師の統制と懐柔、そして国際社会の批判世論に対する対応であった。この

ような活動は朝鮮内に限らず、その「本陣」ともいえるアメリカを舞台に展開されたこともあ

る。朝鮮総督府よりの任務を帯びて渡米し、宗教界を中心に宣伝活動を展開したのが、組合教

会牧師の山本忠美であった。

　山本は1920年９月の到着以来、1923年11月に帰国の途に就くまで、ニューヨークを本拠地と

して多様な活動を展開した。主な活動内容は次の通りである。まず、宣伝パンフレットの配布、

講演、活動写真上映などの宣伝活動である。「文化政治」期、朝鮮統治に対する国際的な批判
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世論に対応するため、朝鮮総督府は多数の英文冊子を製作・配布したが、山本はキリスト教関

係者を中心に、これを適材適所に配布する役割を果たした。また、巡回講演と共に、朝鮮総督

府が対内・対外宣伝の「新武器」として力を傾注して製作した活動写真を活用し、宣伝効果の

最大化を図った。

　二つ目は、アメリカの有力者、特にキリスト教界の主要人物と接触する一方、朝鮮統治関係

者の訪米の際には案内者としての活躍である。長年日本に滞在しながらアメリカのアジア宣教

責任者として活動し、代表的な親日家でもあったシドニー・L・ギューリックを介して各方面

の人物と接触した。また、対米工作の任務を持って訪米した朝鮮総督府関係者とアメリカのキ

リスト教関係者との面談を周旋し、通訳を勤めるなど、朝鮮総督府の工作に貢献した。

　三つ目は、親日的な在米朝鮮人の懐柔工作である。シカゴ大学留学生の李周淵と、彼が主宰

するシカゴ朝鮮人クラブに金銭支援を行ったことが確認される。結局、李はこのような行動が

発覚され、現地の朝鮮人青年に集団暴行を加えられることになるが、山本は彼をニューヨーク

に避難させる一方、朝鮮総督府および外務省と連絡して帰国旅費および帰国後の就職を斡旋し

た。

　四つ目に、アメリカにおける朝鮮独立運動関連の情報収集も山本の主な任務の一つであっ

た。在米朝鮮人の独立運動勢力をはじめ、在米朝鮮人社会の噂と情報、朝鮮から帰国したアメ

リカ人宣教師の言動などを探知する一方、アメリカの新聞・雑誌に掲載された朝鮮関係記事を

集めて総督府に送付したこともあった。

　以上は、山本の書翰に基づいて把握した内容であるが、彼の報告は自らの実績を誇張して、

アメリカ滞在延長と補助金の増額を狙った側面もあったため、彼の活動成果に関しては文面を

鵜呑みせず、慎重に評価する必要があると思われる。にも拘わらず、朝鮮総督府側は彼の活動

を高く評価した模様であり、これは帰国後の山本の活動に積極的な支援を行ったことからも表

われる。

　帰国後、山本は朝鮮で新しい社会福祉事業、すなわちアメリカで見学して構想したセツルメ

ント事業に着手したが、これはその当時「内地」および朝鮮で将に始まった新しい社会事業の

潮流でもあり、朝鮮総督府側の「社会教化」方針とも一致することで、総督府は合計3,500円

の補助金を支出して彼の活動を助けようとした。しかし、山本の計画は出帆早々に座礁してし

まうが、他ならぬ組合教会の朝鮮伝道失敗の前歴が彼の足を引っ張ることになったのである。

山本は「内地」キリスト教界や実業界から期待通りの支援を得ることが出来ず、10年以上続い

てきた山本と朝鮮との関係も終焉を告ぐことになった。
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55　是澤博昭『青い目の人形と近代日本：渋沢栄一とL・ギューリックの夢の行方』（世織書房、2010年）。權希珠「帝

国日本의 "人形交流"와 植民地朝鮮의 "人形歓迎会"」『史叢』第83号（2014年９月）。
56　JACAR Ref. A10113137200,叙勲裁可書・昭和九年・叙勲巻六・外国人(国立公文書館)。
57　山本忠美より松岡洋右宛書翰（1920年10月９日）JACAR Ref. B03040723700。
58　千葉了『朝鮮独立運動秘話』（帝国地方行政学会、1925年）176～177頁。
59　前掲『朝鮮独立運動秘話』184～185頁。前掲「録音記録⑷」312～313頁。
60　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年10月10日）「斎藤文書」1523-17。
61　長田彰文『日本の朝鮮統治と国際関係』（平凡社、2005年）。
62　松谷基和「【解説】朝鮮総督府のキリスト教政策」『東洋文化研究』第18号（2016年３月）、172～173頁。
63　李炯植『朝鮮総督府官僚の統治構想』（吉川弘文館、2013年）121～123頁。
64　加藤道也「時永浦三のアメリカ調査報告：アメリカにおける朝鮮独立運動とアイルランド独立運動」『大

阪産業大学経済論集』第11巻第２号（2010年１月）。
65　在ロサンシエルス領事大山卯次郎より外務大臣法学博士子爵本野一郎宛報告書「在外排日鮮人ニ関スル件」

（機密公第15号、大正６年５月４日）『不逞団関係雑件・朝鮮人の部・在欧米・三』（外務省記録4-3-2-2-1
-5-3）。

66　「리쥬연씨의 연설」『新韓民報』1915年12月23日付。なお、李はカリフォルニア州バークレー滞在中、安昌
浩に金銭支援を乞う書翰を出している。『島山安昌浩全集第３巻・書翰Ⅲ』（島山安昌浩先生記念事業会、
2000年）463～466頁。
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67　河蘭史は、三・一運動後、外交活動を通した独立運動のためにヨーロッパへの渡航を試みたが、北京で急
死した（1919年）。建国勲章愛族章が追叙された（1995年）。この時期、河の対日協力に関しては、運動の
ための「偽装」という評価もある。金成恩「新女性 河蘭史의 海外留学과 社会活動」『史叢』第77号（2012
年９月）。

68　在市俄古領事来栖三郎より外務大臣法学博士子爵本野一郎宛「朝鮮人李周淵ニ関スル件」（機密第７号、
大正６年５月３日）『不逞団関係雑件・朝鮮人の部・在欧米・三』（外務省記録4-3-2-2-1-5-3）。

69　書翰本文には大正10年（1921年）12月から大正11年（1922年）７月までの補助金と記されており、書翰発
送の日付も「大正11年７月13日」となっているが、同書翰封筒の消印の日付が“JUL 15 1921”になっている点、
本文で言及している李周淵事件が1921年夏に発生した点から、アメリカに在住するため、日頃日本元号を
使わなくなった山本が、西暦と日本元号の変換に錯覚を起したと見て、「大正10年」は「大正９年」に、「大
正11年」は「大正10年」と解釈した。

70　『新韓民報』1921年７月14日付。同７月21日付。
71　「市俄古大学在学中ノ鮮人李周淵ニ関スル件」（大正10年10月７日）、JACAR Ref. B03041598200、朝鮮人ニ

対スル施政関係雑件（1-5-3-15）（外務省外交史料館）。
72　拓殖局長官川村竹治より外務次官埴原正直宛「市俄古大学在学中ノ鮮人李周淵ニ関スル件」 （拓一第2095号、

大正10年12月28日）『不逞団関係雑件・朝鮮人の部・在欧米・六』（外務省記録4-3-2-2-1-5-6）。
73　『京城法学専門学校一覧（大正十二年度）』（京城法学専門学校、1923年11月）52頁。
74　『学友会誌』第３号（開校三十五周年記念号、京城第一公立高等普通学校学友会、1936年４月）66頁（復刻：

「日本植民地教育政策史料集成・朝鮮編」第43巻下、龍渓書舎、1989年に所収）。
75　『京城法学専門学校一覧（昭和六年度）』（京城法学専門学校、1931年10月）49頁。なお、同書には「前教員」

の紙面があるが、そこには李の名前が載っていない。『京城法学専門学校一覧（昭和十一年度）』（京城法
学専門学校、1936年11月）も同様。

76　高珽休「韓国人民致太平洋会議書（1921）의 真偽 論難과 署名人 分析」『韓国近現代史研究』第58号（2011
年９月）68～69頁。

77　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年10月30日）「斎藤文書」1523-16。
78　「守屋栄夫日記」1922年２月16日条。
79　‘institutional church’は、宗教学・神学研究では「制度としての教会」を意味する場合が多いが、ここでは

慈善事業・公共福祉に貢献する教会の意味として解釈した。
80　「守屋서무부장 일정」『毎日申報』1923年１月17日付。
81　守屋栄夫「故国大震災の報に接して」『朝鮮』第103号（1923年11月）64頁。
82　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年10月10日）「斎藤文書」1523-17。
83　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年10月３日）「斎藤文書」1523-16。
84　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年12月１日）「斎藤文書」1523-18。
85　「原義は住居を定めて身を落ち着けること、定住。転じて、インテリゲンチャや学生が労働者街、スラム

に定住して、労働者、貧困者との人格的接触を通して援助を与え、自力による生活の向上、社会的活動へ
の参加を行わせるための運動・活動、施設、団体のことをいう。隣保事業ともいう」。『世界大百科事典』（電
子版）。

86　日本キリスト教社会福祉学会編『日本キリスト教社会福祉の歴史』（ミネルヴァ書房、2014年）134～136頁。
87　「渡米旅行日記」大正10年10月10日条、『小崎弘道全集』第６巻（日本図書センター、2000年）523頁。
88　半井清「宗教家の奮起すべき秋」『朝鮮』第77号（1921年６月）110頁。
89　半井清より守屋栄夫宛書翰（大正11年１月25日）「守屋文書」9-20-25。
90　半井清「欧米の社会事業雑感」『朝鮮及満洲』第180号（1923年11月）45～47頁。
91　守屋栄夫より斎藤実宛書翰（大正12年10月30日）、「斎藤文書」1523-16。
92　和光教団および向上会館に関しては、諸点淑『植民地近代という経験：植民地朝鮮と日本近代仏教』（法蔵館、

2018年）が詳しい。
93　『東亜日報』1923年１月12日付、同２月５日付。
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94　一方、『朝鮮新聞』1924年９月13日付の記事には「総督府より京城府内平洞二七山本忠美氏に対して朝鮮基
督教会京城市民館設立費として金五百円補助指令ありたるにつき京城府では十一日同人に交附した」とあ
り、山本書翰とは異なる内容が報道された。

95　「吉野作造日記」1924年10月５日条（前掲『吉野全集14』376頁）。
96　『基督教世界』第2132号（1924年10月23日付）。ただし、山本は東京への転任を願ったが、宮川経輝の懇望

により南大阪教会に着任した模様なので、今度も山本の希望は叶えなかったことになる。南大阪教会に生
きた人びと刊行委員会編『南大阪教会に生きた人びと』（日本基督教団南大阪教会、2001年）102頁。

97　南大阪教会七十年誌編集委員会編『南大阪教会七十年誌』（日本基督教団南大阪教会、1999年）に掲載さ
れている「受洗者名簿」「転入者名簿」「転出者名簿」から見ても、山本の南大阪教会主任牧師在任期間（1924
～1934年）に確認される朝鮮人信者は、後述する趙重九を含め、２名に過ぎない。

98　趙東潤の父・趙寧夏は、朝鮮王朝第24代国王・憲宗の実母である神貞王皇后趙氏の甥に当たる。『朝鮮貴
族略伝』122頁（「斎藤文書」100-3）。「趙寧夏」、「趙東潤」『韓国民族文化大百科事典』（電子版）。

99　趙東潤家の家産整理に関しては「斎藤文書」100-11⑴～⑻に詳しい。
100 長重九「精神養子として」前掲『山本忠美先生追悼録』38～39頁。
101 趙重九が李王家のことを綴った「王家の終焉」が『友邦』に連載された。また、渡辺登志子『重すぎた無窮花』

（文芸社、2006年）は、義妹（妻の妹）が小説風に書いた趙の伝記であるが、戦後李王と共に対応を模索
していた時期の日記が載っている。後日、趙は日本に帰化して「長

ちょう

重九」と改名した。
102 山本忠美「李王殿下に謁見を賜はりて」『基督教世界』第2570号（1933年５月18日）。

（い　すんよぷ　歴史学科）
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